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実 験 方 法
供試材料 :健全材および各種腐朽材のX線写真撮影,曲げ試験および重量減少率測定用とし




した｡ 化学分析用材料としては曲げ試験,圧縮試験後 それらの試片 を粉砕機に かけて細砕
し60meshの標準節を通過し 80meshで止まったものを集めて試料とした｡
強制腐朽法 :木材を腐朽さすための培養基としては,先に報告3)した砂培養基を使用した｡
このための培養ぴんは圧縮用試片を入れる広口 フラスコ (約 500cc容),曲げ試験用試片を
入れる横ぴん (14×23×5cm)である｡ 砂は 10-20meshの粒度で栄養として水 2gにグル
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コース 90g,ペプトン 6gを混ぜた混液を作り,それを各々広口フラスコに砂 350gに対し
混液 100ccを加え,横ぴんには砂 700gに混液 200ccを加え綿栓 した後加圧釜で滅菌する｡
この培養基に夫々4種の木材腐朽菌を植種する｡ 約10日間位で全面に伸びた一様の菌叢が得ら
れる｡ 次に供試片は 105oCの恒温器内で48時間殺菌し,滅菌した蒸溜水を吸収させた後上記
の培養基の中に一定数づつ適切な間隔で並べる｡ 腐朽期間としては 1,3,6,9ケ月 を取
り供試片の入った上記の培養ぴんを 28士5oCに調整された培養室に保存する｡ 所定の期間が
すぎたものは,試片を取りだし,表面の菌糸,砂などを除去し恒温器で乾燥する｡乾燥の際に







物理強度の測定 :重量減少率は JISの規定によ予が,曲げ試験は厚さ約 1cm･巾約 1cm,
長さ約 14cm (両端より約 1cm づつ切りおとす)の各々のヒノキ辺,心材について 100kg
アうスラー万能試験機を用いて中央に集中荷重を加えた｡ 濁 塵速最恥 2.0kg/ninであM､つた｡
応カーたわ争､の関係および曲げ破壊強度を-測定した｡ たわみの測定は 1/100mm 読みのダイI～
7ルゲ⊥ジを用じミた｡圧縮強度は 1×1×2cm の各ヒノキ辺,心材について 4tアムスラー万
能試験機を用いて測定した,荷重速度咋 20kg/minであった｡
木材成分分析 :木材成分分析として灰分,冷水抽出物,熱水抽出物,アルカ■リ可溶物,アル














フラール,フロログルシツドの量を知り, トレンス氏表によって~メチルペン トー ザン量を求′め
た｡
アルカリ消費量 :試料 0.1gをとり0.1N-NaOH を加えて30分間加熱し蛍光指示薬ウラニ
ンを指示薬として 0.1N-HClで定量する｡
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曲げ試験で得 られた値および試片の寸法値 より下式によって E,6,蕊 ,および旦-,naTの(7
値を得た｡
E-農 /+･1･2告 (i)S,(kg/C- 2) 6-号諾 -(kg/C-3)
P p･･荷重 (kg) b･･･試片の巾 (cm)
l′･･･スパン長 (cm) h-･試片の高 (cm)
y -比例限度におけるたわ Gl･･･剛性係数
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キ辺材試片 の 6/0･rnax-γ/yma｡曲線群 について
見ると Fig･5の如く健全材,1ケ月腐朽材,
3ケ月腐朽材,6ケ月腐 朽 材の順に右手下方
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